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○ 薬局において、患者の服薬情報を一元的に把握することにより、重複投薬・相互作用の防止や減薬
につながっている。また、患者情報を継続的に把握する取組により、副作用の早期発見や残薬の解消、
患者の服薬アドヒアランス（患者が薬の作用・副作用について十分な説明を受け納得した上で、服薬の
必要性を理解し、主体的に治療を受け、継続した服薬を行うこと）の向上などにつながっている。
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Ⅰ. （２）① 薬剤師による情報提供及び薬学的知見に基づく指導の強化
服薬情報の一元的・継続的把握による効果

n=2235

特に良かったことはない

無回答

その他

重複投薬を防ぐことができた

相互作用のある薬の組み合わせを防ぐことができた

患者の服用する薬が減った

上記以外で疑義照会につながった

次回の処方内容が変更になった
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平成29年度かかりつけ薬剤師・薬局機能調査・検討事業「かかりつけ薬剤師・薬局に関する調査報告書」
調査時期：平成29年11月22日～平成30年2月9日 回答薬局数：2315件

＜薬局調査＞
患者情報の一元的な把握を行って良かったこと

（複数回答）
患者情報を継続的に把握する取組を行っていて
良かったこと（複数回答）

n=2269

無回答

副作用の早期発見ができた

残薬解消につながった

患者の服薬状況に応じて、飲み方の工夫などを指導し、

アドヒアランスが向上した

次回の処方内容が変更になった

その他

特に良かったことはない
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